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共通教育の理念・目的
特定の分野に偏ることなく、広く学問の知識や方法を学ぶことを通 じて、総合的な判断力と行動力を
そなえた良識ある社会人として自己を陶冶するとともに、専門教育を通して学んだ知識や技能及び
学術等の成果を生かし広く社会に貢南犬できるような人間の育成をめざす。(1993年制定、2005年改正)
編集後記今回は「共通教育の過去・現在・未来をテーマとして、本学監事で元朝日新聞記者の古森勲氏、共通教育を教える立場の松田和之、中澤達哉、両先
生、そして20代から60代までの8人の卒業生の皆様に寄稿
していただきました。どの方の手記も、「そう、そう」と相槌を
打ったり、なるほどと机をたたいたりしたくなるような読み応
えのあるものです。
そこに共通に描かれていたものは、心に響いた言葉のほか、
教師の人となりや話す内容の奥に醸し出される文化や歴史・哲
学とでもいうようなもの、あるいは自分のうちに潜む力を引き
出されたり、何かに気づかされたりしたこと… などでした。自
分のうちに求めるものがあるからこそ、言葉が響き、何かに気
づき、体験が身につくのです。
大学は、受験を終えた新入生が、より大きな世界でものの見
方や考え方を学ぶ場であり、共通教育がその入り口であること
は間違いありません。学生の皆さんには積極的に扉を開け、よ
き出会いをしてほしいものです。
(編集委員:荒井紀子、井上博行、佐分利豊、清水史郎、舘清隆、林明久)
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